
物質計測・イメージング研究室
物質⽣命理⼯学科

〜データから情報を引き出し物理化学現象を明らかにする〜

応⽤例

⻘柳 ⾥果・⼭㟁 崇之

物理・化学・⽣物・数学

背景

研究室の成果

高い研究・技術水準を保つには
電気製品、半導体・・・
自動車・・・
食品、日用品、化粧品・・・
医薬品・・・
基礎材料：鉄、金属、無機材料、

有機材料、高分子・・・

優れた分析技術
先端計測

データ駆動科学
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測定結果は出てくるが・・・

新規材料開発

デバイス評価

医薬品開発

診断技術

どの分子がどこにどのくらい

の量あるのか？

分子の配向は？

化学状態（反応、結合）は？

どのような化学現象が生じて

いるのか？

計測と
データ解析

現象の解明

物理・化学・生命科学 科学・社会への貢献

生物・物理・化学現象解明へ

分子ごとに分布をイメージング

イメージ（分布）とスペクトルデータの多変量解析

一つのピクセルのスペクトル

データ解析によって未知の成分が
明らかになります

B: ドーナツ型

C: 星型

A: 稲妻型

成分１の分布 成分１の化学情報128 x 128 =16,384 個
のデータ（非常に多数）

測定データ

PET PSPC 基板

多変量解析によるデータの分離

飛行時間型二次イオン質量分析(TOF-SIMS)：

1μm以下の細かさで、分子ごとの分布を明らかにできる分析手法

データが複雑なため解釈が困難な場合がある

データ解析の応用が有効（多変量解析）

基板

PET
PS PC PS

複雑/未知試料
↓

データ解析で検出
↓

イメージ・スペクトルから判断

３種類の⾼分⼦
の４層試料

100um

総二次イオン 質量スペクトル
（各分⼦の存在量など）（各分⼦の分布）
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データ解析
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化学情報をデータ解析（多変量解析・機械
学習・深層学習など）で取り出す。

他成分系試料の計測データ
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